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「
冤
罪
フ
ォ
ー
ラ
ム

再

審
と
科
学
鑑
定
～
作
り
上
げ

ら
れ
た
冤
罪
を
暴
く
～
」（
今

村
法
律
研
究
室
主
催
、
所
長

∥
家
永
登
室
長
）
が
１
月
２６

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
、
１
０
０
人
が
聴
講

し
た
。

再
審
無
罪
が
確
定
し
た
東

電
Ｏ
Ｌ
殺
人
事
件
、
再
審
開

始
が
決
定
（
検
察
抗
告
中
）

し
た
福
井
女
子
中
学
生
殺
人

事
件
の
ほ
か
再
審
請
求
中
の

４
件
の
担
当
弁
護
人
が
各
事

件
の
概
要
と
経
過
、
現
状
を

報
告
し
た
。
報
告
者
は
証
拠

の
科
学
鑑
定
を
求
め
、
検
察

側
の
証
拠
開
示
を
訴
え
た
。

取
り
上
げ
ら
れ
た
事
件
は

▽
東
電
Ｏ
Ｌ
殺
人
事
件
（
鈴

木
郁
子
氏
・
９７
年
）
▽
名
張

毒
ブ
ド
ウ
酒
事
件
（
野
嶋
真

人
氏
・
６１
年
）
▽
恵
庭
Ｏ
Ｌ

殺
人
事
件
（
伊
東
秀
子
氏
・

００
年
）
▽
福
井
女
子
中
学
生

殺
人
事
件
（
島
田
広
氏
・
８６

年
）
▽
飯
塚
事
件
（
岩
田
務

氏
・
９２
年
）
▽
袴
田
事
件（
小

川
秀
世
氏
・
６６
年
）
の
６
件

（
カ
ッ
コ
内
は
報
告
者
と
事

件
発
生
年
）。

東
電
Ｏ
Ｌ
事
件
は
、
裁
判

を
や
り
直
す
決
め
手
と
な
っ

た
の
が
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
だ
。

１
９
８
９
年
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑

定
と
し
て
Ｍ
Ｃ
Ｔ
１
１
８
型

検
査
法
を
警
視
庁
の
科
学
警

察
研
究
所
が
初
め
て
取
り
入

れ
た
。
０３
年
、
飛
躍
的
に
向

上
し
た
Ｓ
Ｔ
Ｒ
検
査
法
が
導

入
さ
れ
、
同
事
件
は
そ
れ
に

よ
り
再
審
無
罪
と
な
っ
た
。

飯
塚
事
件
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑

定
は
Ｍ
Ｃ
Ｔ
１
１
８
型
。
鑑

定
結
果
の
信
ぴ
ょ
う
性
に
疑

問
が
持
た
れ
た
。
と
こ
ろ
が

判
決
か
ら
２
年
と
い
う
異
例

の
早
さ
で
再
審
準
備
中
に
死

刑
が
執
行
さ
れ
た
。
岩
田
弁

護
人
は
「
警
察
の
強
引
な
見

込
み
捜
査
と
『
科
学
的
で
な

い
鑑
定
』
に
基
づ
き
、
死
刑

が
執
行
さ
れ

た
」
と
断
じ

た
。袴

田
事
件

は
事
件
発
生

１
年
２
カ
月

後
の
一
審
公

判
中
に
、
突
然
出
て
き
た「
５

点
の
衣
類
」
が
証
拠
と
さ
れ

る
。
小
川
弁
護
人
は
「
衣
類

の
血
痕
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
、
袴
田

さ
ん
の
も
の
と
一
致
し
な
い

と
い
う
鑑
定
結
果
が
弁
護
人

側
、
検
察
側
か
ら
も
出
さ

れ
、
再
審
開
始
に
向
け
て
か

な
り
近
づ
い
た
」
と
報
告
。

４７
年
間
獄
中
に
あ
る
袴
田
巌

死
刑
囚
の
姉
・
ひ
で
子
さ
ん

も
登
壇
、
一
日
も
早
い
再
審

開
始
を
訴
え
た
。

進
行
役
の
矢
澤
曻
治
法
科

大
学
院
教
授
は
「
科
学
鑑
定

に
よ
り
冤
罪
が
減
っ
て
ほ
し

い
が
、
同
時
に
科
学
鑑
定
を

根
拠
と
し
た
冤
罪
が
起
き
な

い
よ
う
に
監
視
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
結
ん

だ
。

こ

つ
な
ぎ

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
小
繋
事

件
か
ら
自
治
と
所
有
の
原
点

・
現
点
を
探
る
」
（
法
学
研

究
所
主
催
、
所
長
∥
白
藤
博

行
法
学
部
教
授
）
が
１
月
１８

日
、
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
さ
れ
た
。
小
繋
事
件
（
※
）

を
題
材
に
映
画
上
映
、講
演
、

対
談
が
行
わ
れ
、
出
席
者
約

６０
人
は
、「
入
会
権
」
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
、
小
繋
事
件

が
提
起
し
た
問
題
の
本
質
や

現
代
的
意
義
を
探
っ
た
。

は
じ
め
に
、
２
０
１
０
年

文
化
庁
映
画
賞
優
秀
賞
の
映

画
「
こ
つ
な
ぎ

山
を
巡
る

百
年
物
語
」
を
上
映
。

続
い
て
小
繋
事
件
で
村
民

側
の
弁
護
を
務
め
た

法
学
者
で
弁
護
士
の

故
戒
能
通
孝
氏
の
子

息
・
通
厚
氏
（
名
古

屋
大
学
名
誉
教
授
・

早
稲
田
大
学
名
誉
教

授
）
が
「
あ
る
自
由

人
の
生
き
方
―
父
の

思
い
出
」
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
、
通
孝
氏

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
考

え
方
を
紹
介
し
た
。

小
繋
事
件
研
究
の
第
一
人

者
で
あ
る
畑
穣
氏
（
元
早
稲

田
大
学
教
授
、
元
九
州
大
学

教
授
）
と
楜
澤
能
生
氏
（
早

稲
田
大
学
教
授
）
が
対
談
。

「
な
ぜ
事
件
が
起
こ
っ
た
の

か
」
と
い
う
楜
澤
氏
の
問
い

に
、
畑
氏
は
「
日
本
は
近
代

法
を
制
定
す
る
際
、
ド
イ
ツ

法
を
取
り
入
れ
た
が
、
そ
れ

を
日
本
の
風
土
に
合
わ
せ
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ

こ
に
問
題
が
生
じ
た
」
と
、

時
代
背
景
や
法
解
釈
、
小
繋

事
件
の
特
徴
な
ど
を
紹
介
し

た
。ま

た
、
畑
氏
は
「
実
際
に

使
う
と
い
う
状
態
が
続
く
こ

と
で
権
利
に
な
る
」
と
い
う

戒
能
通
孝
氏
の
入
会
権
論
を

紹
介
。
「
し
か
し
、
入
会
権

は
近
代
的
な
権
利
で
は
な
い

た
め
、
近
代
法
で
は
解
決
で

き
な
い
」
と
語
っ
た
。

最
後
に
白
藤
所
長
が
「
書

物
で
知
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
生
々
し
い
話
を
伺
う
こ

と
が
で
き
た
。
皆
さ
ん
の
今

後
の
研
究
に
生
か
し
て
ほ
し

い
」
と
ま
と
め
た
。

※
小
繋
事
件
…
岩
手
県
北

部
に
あ
る
小
繋
村
の
住
人
が

小
繋
山
の
入
会
権
（
村
落
共

同
体
が
総
有
す
る
山
林
原
野

な
ど
に
入
り
、
伐
木
な
ど
の

共
同
利
用
を
行
う
慣
習
的
な

物
権
）
を
、
地
権
者
に
求
め

た
裁
判
。
１
９
１
７
年
の
民

事
訴
訟
提
起
か
ら
１
９
６
６

年
の
刑
事
事
件
確
定
ま
で
争

わ
れ
た
。
結
果
は
住
民
側
の

敗
訴
と
な
っ
た
。

社
会
科
学
研
究
所
（
所
長

∥
町
田
俊
彦
経
済
学
部
教

授
）
は
、
２
月
に
行
わ
れ
る

愛
媛
県
で
の
実
態
調
査
に
先

駆
け
１
月
８
日
、
生
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
「
愛
媛
県
経
済
の

現
在
（
い
ま
）
」
を
テ
ー
マ

に
公
開
研
究
会
を
開
催
。
所

員
や
学
生
ら
約
７０
人

が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
愛
媛
県

東
京
事
務
所
産
業
振

興
部
の
齋
藤
庸
爾
氏

が
愛
媛
県
の
産
業
の

概
要
に
つ
い
て
報

告
。
四
国
中
央
市
、

新
居
浜
市
、
西
条
市

な
ど
主
要
都
市
の
産

業
の
特
色
や
地
域
に

根
ざ
し
た
多
様
な
「
も
の
づ

く
り
企
業
」
の
実
態
、
そ
れ

ら
の
技
術
や
製
品
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
を
構
築
し
て
産
業
活

性
化
を
図
る
愛
媛
県
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
た
。

続
い
て
、
本
学
校
友
で
四

国
中
央
市
産
業
活
力
部
産
業

支
援
課
の
宮
﨑
修
氏
（
昭
６０

経
営
）
が
「
地
方
に
お
け
る

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
形
成
の
要

因
と
実
態
」
と
題
し
、
四
国

中
央
市
の
産
業
構
造
の
強
み

や
産
業
振
興
の
た
め
の
施
策

な
ど
に
つ
い
て
報
告
。
同
じ

く
校
友
の
井
原
巧
さ
ん
（
昭

６１
経
営
）
が
市
長
を
務
め
る

同
市
は
、
紙
お
よ
び
紙
関
連

製
品
の
出
荷
額
日
本
一
を
誇

る
「
紙
の
ま
ち
」
と
し
て
知

ら
れ
る
。

市
内
に
生
産
拠
点
を
置
く

大
王
製
紙
は
、
１０
万
㌧
級
の

船
が
接
岸
で
き
る
世
界
最
大

級
の
臨
海
工
場
を
有
し
、
材

料
（
チ
ッ
プ
）
輸
入
か
ら
製

品
出
荷
ま
で
を
高
効
率
で
成

し
遂
げ
る
生
産
能
力
を
も

つ
。そ

の
ほ
か
、
紙
産
業
を
基

盤
と
し
て
、
機
械
、
原
料
、

薬
品
、
物
流
な
ど
関
連
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
事
業
所
が
集
積

し
、
地
域
全
体
が
産
業
ク
ラ

ス
タ
ー
を
構
成
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
四
国
中
央
市
の

産
業
構
造
の
強
み
は
「
産
業

全
体
が
有
機
的
に
結
び
つ
き

な
が
ら
共
存
共
栄
し
、
中
小

企
業
で
あ
っ
て
も
自
社
の
可

能
性
を
最
大
限
に
発
揮
で
き

る
土
壌
を
構
築
し
た
こ
と
に

あ
る
」
と
宮
﨑
氏
は
語
る
。

最
後
に
報
告
者
と
出
席
者

の
間
で
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
司
会
進
行
を
佐

藤
康
一
郎
経
営
学
部
准
教
授

が
務
め
た
。

商
学
研
究
所
（
所
長
∥
渡

辺
達
朗
商
学
部
教
授
）
主
催

の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
情

報
化
社
会
に
お
け
る
サ
ー
ビ

ス
革
新
」
が
１
月
１１
日
、
サ

テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

か
れ
た
。
近
年
、
ビ
ッ
グ
デ

ー
タ
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

サ
ー
ビ
ス
分
野
に
お
け
る
情

報
活
用
の
新
た
な
潮
流
と
な

っ
て
い
る
。
デ
ー
タ
活
用
の

最
前
線
の
実
務
家
を
招
い
て

講
演
を
行
い
、
情
報
化
社
会

に
お
け
る
サ
ー

ビ
ス
革
新
の
方

向
性
や
課
題
を

提
起
し
た
。

小
林
守
商
学

部
准
教
授
の
あ

い
さ
つ
に

続

き
、
生
田
目
崇

商
学
部
教
授
が

導
入
講
演
を
行

い
、
大
容
量
、

多
様
性
、
速
度

で
表
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

の
特
性
や
活
用
領
域
に
触

れ
、
「
流
通
情
報
量
が
消
費

流
通
量
よ
り
大
幅
に
上
回
る

情
報
過
負
荷
の
状
態
を
ど
う

す
る
か
が
課
題
」
と
話
し

た
。
続
い
て
、
㈱
マ
ク
ロ
ミ

ル
ネ
ッ
ト
リ
サ
ー
チ
総
合
研

究
所
主
席
研
究
員
の
上
田
雅

夫
氏
が
、
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ

ス
や
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用

し
た
最
先
端
の
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
事
例
を
紹
介
し
、「
進
化

す
る
分
析
技
術
を
何
に
使
う

か
―
利
用
者
の
リ
テ
ラ
シ
ー

の
向
上
が
求
め
ら
れ
る
」
と

話
し
た
。
㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

基
盤
シ
ス
テ
ム
事
業
本
部
の

大
西
高
史
氏
は
Ｓ
Ｉ
企
業
の

技
術
者
の
立
場
か
ら
、
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
を
支
え
るh

a
d
o

o
p

とC
E
P

と
い
う
二
つ
の

最
新
技
術
を
分
析
し
、「
技
術

先
行
で
情
報
を
過
信
し
な
い

よ
う
利
用
者
が
目
的
意
識
を

も
つ
こ
と
が
大
切
」
と
ま
と

め
た
。
日
本
通
運
㈱
海
運
事

業
部
課
長
の
橋
田
武
博
氏

は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
背
景

に
、
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
サ
ー

ビ
ス
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な

情
報
活
用
が
行
わ
れ
て
い
る

か
を
紹
介
し
た
。
講
演
後
、

岩
尾
詠
一
郎
商
学
部
准
教
授

が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
務

め
、
全
員
で
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
っ
た
。

１０
月
２６
日
に
開
催
さ
れ
た

日
本
言
語
テ
ス
ト
学
会
に

て
、
片
桐
一
彦
・
文
学
部
教

授
（
英
語
英

米
文
学
科
）

∥

写

真

∥

に
、
同
学
会

よ
り
２
０
１
２
年
度
最
優
秀

論
文
賞
が
授
与
さ
れ
た
。

受
賞
論
文
名
は
、
『L

o
n
g

i
t
u
d
i
n
a
l

M
e
a
s
u
r
e
m
e

n
t
s
a
n
d
D
e
v
e
l
o
p
m
e
n
t

a
l
P
a
t
t
e
r
n
s
o
f
R
e
c
e

p
t
i
v
e
V
o
c
a
b
u
l
a
r
y
S
i

z
e
:
A
S
t
u
d
y
o
f
J
a
p
a
n

e
s
e
U
n
i
v
e
r
s
i
t
y
E
F
L

S
t
u
d
e
n
t
s

』
で
、
日
本
人

英
語
学
習
者
（
大
学
生
）
の

受
容
語
彙
知
識
量
の
変
化
を

時
系
列
的
に
数
量
的
に
調
査

し
、
発
達
パ
タ
ー
ン
を
分
析

し
記
述
し
た
研
究
。
本
学
よ

り
２
０
０
９
年
度
研
究
助
成

を
得
て
行
わ
れ
た
。
ま
た
、

本
研
究
は
投
稿
に
先
立
ち
、

２
０
１
２
年
３
月
に
ボ
ス
ト

ン
で
開
催
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ

応
用
言
語
学
会
に
て
ポ
ス
タ

ー
発
表
も
な
さ
れ
て
い
る
。

佐
藤
雅
幸
経
済
学
部
教
授

（
ス
ポ
ー
ツ
心
理
学
）
∥
写

真
∥
は
、
プ
ロ
野
球
の
読
売

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
新
人
研
修

会
で
講
師
を
務
め
た
。

１
月
１５
日
、
川
崎
市
よ
み

う
り
ラ
ン
ド
の
同
球
団
合
宿

所
で
７
人
の
新
人
を
前
に
佐

藤
教
授
は
、
目
標
設
定
の
方

法
や
試
合
へ
向
け
ど
う
集
中

し
て
い
っ
た
ら
い
い
か

な
ど
、
メ
ン
タ
ル
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
大
切
さ
を

語
っ
た
。

ド
ラ
フ
ト
１
位
の
菅

野
智
之
投
手
は
「
体
と

心
は
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い

う
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
。
同

２
位
の
大
累
進
選
手
は
「『
心

・
技
・
体
』
す
べ
て
が
揃
わ

な
い
と
良
い
選
手
に
な
れ
な

い
こ
と
を
実
感
し
た
」
な
ど

と
語
っ
た
。
佐
藤
教
授
が
同

研
修
会
で
講
師
を
務
め
る
の

は
今
回
で
５
回
目
。

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（h

t
t
p
:
/
/
w
w

w
.
g
i
a
n
t
s
.
j
p
/
G
/
g
n
e
w

s
/
n
e
w
s
_
3
9
6
7
0
8
.
h
t
m

l

）で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

２
０
１
２
年
度
高
大
連
携

聴
講
生
の
修
了
式
が
１
月
２６

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
。
今
年
度
は
聴
講
生

２７
人
（
高
大
連
携
協
定
校
生

７
人
、
付
属
高
校
生
２０
人
）

に
修
了
証
書
が
交
付
さ
れ
た

∥
写
真
。

聴
講
生
か
ら
は
「
先
生
が

初
歩
的
な
質
問
に
も
丁
寧
に

答
え
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、

国
際
経
済
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
」
、

「
自
分
が
興
味
の
あ
る
学
問

を
専
門
的
に
学
べ
る
の
は
素

晴
ら
し
い
と
感
じ
た
」
と
い

っ
た
感
想
が
述
べ
ら
れ
、
大

学
入
学
前
に
良
い
刺
激
を
受

け
た
様
子
だ
っ
た
。

首
相
官
邸
に
設

置
さ
れ
た
「
教
育

再
生
実
行
会
議
」

（
座
長
∥
鎌
田
薫

早
稲
田
大
学
総

長
）
の
有
識
者
委

員
に
専
大
附
属
高
校
の
鈴
木

高
弘
校
長
∥
写
真
∥
が
選
ば

れ
た
。

同
会
議
は
内
閣
の
最
重
要

課
題
と
し
て
教
育
改
革
を
掲

げ
る
安
倍
晋
三
首
相
を
ト
ッ

プ
に
、
閣
僚
、
有
識
者
ら
で

構
成
さ
れ
、
提
言
を
ま
と
め

る
。
１
月
２４
日
に
初
会
合
が

開
催
さ
れ
た
。

鈴
木
校
長
は
都
立
高
校
の

教
員
と
し
て
約
３０
年
勤
続
。

以
後
、
専
門
学
校
の
校
長
を

経
て
、
専
大
附
属
高
校
に
勤

務
し
て
い
る
。

都
立
足
立
新
田
高
校
で
は

校
長
と
し
て
学
校
改
革
に
取

り
組
ん
だ
。
こ
の
改
革
は
、

学
校
改
革
の
成
功
例
と
し
て

高
く
評
価
さ
れ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な

ど
主
要
メ
デ
ィ
ア
で
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
た
。

日
本
言
語
テ
ス
ト
学
会
で

法
学
研
究
所
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

法
学
研
究
所
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

片
桐
一
彦
文
学
部
教
授

が
最
優
秀
論
文
賞
受
賞

「
小
繫
事
件
」を
題
材
に

映
画
上
映
、講
演
、対
談

鈴木高弘専大附属高校長が

「教育再生実行会議」委員に

社
会
科
学
研
究
所
・
公
開
研
究
会

テ
ー
マ
は「
愛
媛
県
経
済
の
現
在
」

学
生
ら
約
７０
人
が
出
席

▲ 畑氏（左）と楜澤氏による対談

▲ 四国中央市の取り組みを

報告する宮﨑氏

情
報
化
社
会
の
サ
ー
ビ
ス
革
新
で

商
・
生
田
目
教
授
ら
が
講
演

メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
大
切
さ
説
く

佐
藤
雅
幸
教
授
が
プ
ロ
野
球
球
団
の
新
人
研
修
会
で
講
義

▲ ディスカッションで

商学研究所・
公開シンポジウム

「科学鑑定をもっと科学的に」

真摯な証拠開示を訴える６事件の弁護人

今村法律研究室・冤罪フォーラム今村法律研究室・冤罪フォーラム

高
大
連
携
聴
講
生

２７
人
に
修
了
証
書

▲ 袴田事件の再審開

始を訴える袴田ひ

で子さん
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